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代表質問

　人口減少、少子高齢化に歯止めが

かからない現状に加え、コロナ禍で

町全体に閉塞感が漂っている。人生

100 年時代を迎え、アフターコロナ

を生き抜き、町を総合的に発展させ

ると執行方針で表明している。子ど

もから高齢者まで、町民の生命や財

産の安全が確保され、安心した生活

が送れるようにデジタル化を進め、

“デジタル田園都市”の実現を目指

すとあるが、町の課題克服に向け、

どのように取り組む考えか伺う。

デジタル都市の実現に向けて質問の
ねらい

道の駅プロジェ

クトの「生産し

て、加工して、

販売する」という６次産

業化は、地元の生産者、

JA 北石狩、商工会との

連携が必須である。具体

的にどのように連携して

事業を進めるのか。

●○問 ●○答
地域商社機能を

持 つ ㈱ tobe の

指定管理業務に

地域特産品開発業務を追

加。当別ブランド創出は、

tobe、JA、商工会、町は

もちろん、農業者や商業

者の強い意思と実行力が

必要不可欠。

６次産業化の取り組みはここが

聞きたい

会派清新　山田 明 議員

地方行政におい

ても、デジタル

化の波は、すで

に浸透しつつあるが、デ

ジタル機器に不慣れな住

民、特に高齢者へのサー

ビスやサポート体制をど

のように図るのか。

●○問 ●○答
対 策 の １ 点 目

は、高齢者向け

スマホ教室の開

催で、２点目は、さらな

る高齢者のマイナンバー

カードの取得促進であ

る。全町民がデジタル化

の恩恵を受けられる町の

実現に向け、努力する。

デジタル格差への対応はここが

聞きたい

役場職員の資質

向上及び働き方

改革に向けて、

部署の新設、統廃合など

人事も含めて行政組織の

編成替えが必要では。

●○問 ●○答
組織編成、職員

人事は、町長に

与 え ら れ た 権

限。課題に対し速やかに

効果的に対応できるよう

編成、人事を行っていく。

役場組織の編成替えはここが

聞きたい

２年続けて災害

級の大雪に見舞

われた当別町に

おいて、雪対策の強化に

どのように取り組むの

か。役場内に除排雪の専

門部署の設置を検討する

など、次年度に向けて除

排雪体制の強化は。

●○問 ●○答
大 き く ２ 点 あ

り、１点目は人

員不足の解消、

２点目は効率よく作業で

きる発注方法の検討が必

要。部署は道路を管理す

る建設課が適切と考えて

おり、令和４年度も現体

制で進めていく。

除排雪体制の強化はここが

聞きたい

代表質問 新年度予算注目点 予算審議等 一般質問 議案の審議結果等

近年、各地で地

震が多発してお

り、町内で地震

が発生した場合、庁舎の

倒壊が考えられる。庁舎

には防災センターの役割

もあり、建設にあたって

は事業スピードを最優先

とすべきでは。

●○問 ●○答
役場庁舎は、災

害発生時の対策

本部となり、ま

た住民の避難場所ともな

る防災拠点の最重要施設

である。従って、新庁舎

建設事業は、早急な事業

展開が必要であると認識

している。

役場新庁舎の建設に向けてここが

聞きたい

北欧の風　道の駅とうべつ
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　水田活用の直接支払交付金の見直

しは農家にとって影響が大きく、農

業がこれからも発展していくため

に、その対応について質した。また、

昨年に続いて大雪となり、さまざま

な影響が出た。安心して住み続ける

ための除排雪体制の整備について質

した。さらに、本年４月に開校とな

る「当別町立とうべつ学園」の校舎

の特徴と教育効果について、幼児教

育の ICT 化について見解を伺った。

当別町の農業を守るために！質問の
ねらい

代表質問 会派爽新　古谷 陽一 議員

昨年に続き災害

的な大雪により

甚大な被害が出

た。豪雪地帯の当別町と

して、町民が安心して暮

らしていくためには、新

しい除排雪体制が必要で

あると考えるが見解は。

●○問 ●○答
最大の課題はマ

ンパワー不足で

ある。この解消

のため、組合への加入に

関わらず、町内事業者、

町外事業者の参入によ

り、体制強化を図ってい

くことが、町民の満足度

を高めると考えている。

新たな除排雪体制をここが

聞きたい

本町は農業を基

幹産業として発

展。昨年 11 月

に水田活用の直接支払交

付金の見直しが示され、

農家にとっての影響は非

常に大きい。農業がこれ

からも持続的に発展して

いくための対応は。

●○問 ●○答
先日、農業再生

協 議 会 を 開 催

し、多年生牧草

の交付金単価の大幅な見

直しなど、課題が多く共

有された。国の動向を注

視し、町内農業関係団体、

北海道、町村会と連携し

対応していく。

当別町農業を守るためにここが

聞きたい

本年４月より、

とうべつ学園が

開校。変化の激

しい困難な社会の中で、

未来を生き抜く力をつけ

る取り組みを進め、その

けん引校となるとうべつ

学園の校舎の特徴と教育

の効果は。

●○問 ●○答
ゆとりのある空

間や自由度の高

い レ イ ア ウ ト

は、これからの時代の学

びを実現するにふさわし

い環境。小学生と中学生

が一緒に生活すること

で、期待以上の効果が表

れると確信している。

とうべつ学園の開校ここが

聞きたい

幼児教育の ICT

化について、子

どもたち、保護

者にどのような負担軽減

となるのか。また、保育

士の働き方改革に、どの

ようにつながるのか。幼

児教育のデジタル化の見

解は。

●○問 ●○答
子どもや保護者

には、送迎バス

の待ち時間が見

える化され、各種手続き

や園との連絡等が簡素化

される。また、保育士は、

園児情報の管理、保育日

誌の作成等、事務作業の

軽減が見込まれる。

幼児教育の ICT 化ここが

聞きたい

田植えの様子

当別町立とうべつ学園

代表質問 新年度予算注目点 予算審議等 一般質問 議案の審議結果等

※１

※１ ICT…Information and Communication Technology の略。メールや SNS など通信技術を活用した産業やサービス等の総称。
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代表質問

　新駅開業に伴い、公民連携の周辺

開発が始まった。本町地区では、新

校舎の開校を目前に、子育て世帯向

け公共賃貸住宅の整備や新築住宅支

援等により転入増を目指している

が、新庁舎の候補地決定に伴う廃止

後の庁舎や町有施設の利活用課題が

山積している。今後のまちづくりに

データを駆使し、本格的に検討すべ

き時期と捉え、町長に質した。また、

町を担う新デジタル世代の GIGA ス

クールの現状について質した。

新庁舎とまちづくりを考える質問の
ねらい

会派緑風会　秋場 信一 議員

町に有益な候補地決定をここが

聞きたい

新庁舎の候補地

が ４ か 所 示 さ

れ、今後、絞り

込み作業が進められてい

くが、住民への説明会の

スケジュールは。また、

議会に対しては、どの時

期に示すのか。

●○問 ●○答
検討委員会の協

議をもとに候補

地を絞るが、年

内にはその検討状況を含

め、住民説明会を開催す

るなどし、広く町民理解

を深めていく。議会への

報告は、必要に応じて、

遅滞なく実施していく。

跡地利用を専門的な組織でここが

聞きたい

新庁舎の候補地

から漏れた箇所

を含めて、跡地

利用はこれまで以上に重

要性が高い。今後どのよ

うに進めていくのか。中

心市街地を総合的に研究

していく専門的な部署が

必要ではないか。

●○問 ●○答
候補地は、立地

適正化計画の方

針に基づき、民

間活力の導入も含め、有

効活用できるよう検討し

ていく。また、体制は必

要に応じて見直すが、新

年度はこれまでどおり対

応していく。

オンライン授業を出席にここが

聞きたい

ICT 機器の整備

で各家庭での遠

隔授業が可能に

なった。登校が困難な場

合、町独自の判断で自宅

からのオンライン授業が

可能であればメリットは

大きいと思うが、出席扱

いにできないのか。

●○問 ●○答
コロナ禍や大雪

で登校できない

場合、オンライ

ン学習を既に実施。国の

指針は、出席しなければ

ならない日数には含めず

出席停止扱い。現行では

自治体の判断で出席扱い

とすることはできない。

ギガスクール構想その後ここが

聞きたい

国の変更により

３年前倒しで１

人１台の PC を

整備し、教師たちは準備

に追われた。ICT の能力

の差が子どもたちの格差

へつながらないか。教師

への研修はどのように実

施され、その効果は。

●○問 ●○答
教育委員会では

４年前から ICT

活用の研修を実

施し、道教委や管内の研

究機関でも実技研修等の

機会を確保。さらに、学

校には ICT リーダーを配

置。学びに差が生じると

いうことはない。

プレイハウスの民間委託はここが

聞きたい

現行の自前の運

営から民間へ運

営委託するよう

だが、これまでの運営に

問題があってのことなの

か。あるいは、より充実

した運営が望まれたもの

なのか。なぜ運営形態を

変更するのか。

●○問 ●○答
課題があったか

らではなく、限

られた予算でさ

らに質を上げるため、民

間委託を選択した。

代表質問 新年度予算注目点 予算審議等 一般質問 議案の審議結果等

PC で作業する生徒
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　国の施策として「女性農業者が能

力を最大限発揮できる環境の整備」

が掲げられ、女性農業者の確保・育

成が求められている。６次産業化等

の担い手としても大きく期待されい

るため質した。また、新年度新たな

計画となる「地域公共交通計画」を

策定するため、町民の要望を踏まえ

た取り組みを質した。さらに、学校

において、医師の判断により通学可

能となった医療的ケア児を受け入れ

る考えはあるか質した。

女性農業者活躍へ向け環境整備を質問の
ねらい

代表質問 会派公明　五十嵐 信子 議員

農家の後継者不

足により農家戸

数の減少が進む

ため、持続可能な取り組

みが重要。次世代を担う

女性農業者が活躍しやす

い環境整備や人材確保・

育成に向け、どのように

検討しているのか。

●○問 ●○答
町と農業関係機

関で組織する農

業総合支援セン

ターでは、農作物の栽培

方法や経営などの基礎を

学ぶ「農業経営塾」を開

催。夫婦で参加するなど

女性も積極的に参加して

いると聞いている。

女性の活躍は重要な役割ここが

聞きたい

高齢になり、農

地の後継ぎ問題

で悩まれる方は

多い。担い手確保事業の

一環として、人と農地を

把握し、安心して委ねら

れるサポート体制の充実

に向けて、どのように取

り組まれているのか。

●○問 ●○答
農業総合支援セ

ンターでは、実

態を把握するた

め調査を実施。関係団体

で情報の共有を図ってい

る。今後、センターがワ

ンストップ窓口となり、

マッチングが進むよう体

制を充実させていく。

一人一人に寄り添い解決をここが

聞きたい

ふれあいバスは

子どもから高齢

者に至るまで、

なくてはならない地域の

足として定着している。

町内外利用客の便利で快

適な乗り物として親しま

れるよう、今後どのよう

に取り組んでいくのか。

●○問 ●○答
公 共 交 通 の 充

実・確保は、生

活の質の向上だ

けでなく、定住人口の増

加の要因となるなど、持

続可能な町の構築に不可

欠。さらなる利便性向上

を目指し、令和 4 年度

には計画を策定する。

新たな地域公共交通計画ここが

聞きたい

とうべつ学園の

建設決定後、子

育て世帯の転入

が増加傾向にある。看護

師を配置している状況下

において、通学可能と判

断される医療的ケア児の

通学の間口を広げ、受け

入れる考えはあるか。

●○問 ●○答
これまでも教育

支援委員会にお

いて教育学や医

学、心理学等の専門的知

見に基づき、町立学校で

の生活ができると判断さ

れた場合は、受け入れし

ている。今後も同様の方

針で進めていく。

医療的ケア児の通学受入はここが

聞きたい

稲刈りの様子

代表質問 新年度予算注目点 予算審議等 一般質問 議案の審議結果等

ふれあいバス
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